


講演するフラワリーライフ小林代表

佐藤さん宅にて

共同製作品の講評を聞く参加者

山岸さん宅にて

当
別
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
は
、
10
月
１
日
～
３
日
に
兵
庫
県

の
神
戸
村
野
工
業
高
等
学
校
よ
り
22

名
、
10
月
８
日
～
９
日
に
は
大
阪
府

の
布
施
高
等
学
校
よ
り
18
名
の
修
学

旅
行
生
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

西
当
別
地
区
の
青
柳
文
吉
さ
ん
、

佐
藤
信
廣
さ
ん
、
山
岸
美
男
さ
ん
、

当
別
地
区
の
原
田
敏
文
さ
ん
は
両

校
、
当
別
地
区
の
岩
中
和
則
さ
ん
は

神
戸
村
野
工
業
高
等
学
校
、
同
地
区

の
中
田
耕
市
さ
ん
は
布
施
高
等
学
校

の
生
徒
を
、
そ
れ
ぞ
れ
３
名
～
６
名

ず
つ
受
け
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
入
れ
先
で
は
、

馬
鈴
薯
・
南
瓜
の
収
穫
や
選
別
、
球

根
の
袋
詰
め
、
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
や

ジ
ャ
ム
作
り
、
ピ
ザ
作
り
、
は
さ
干

し
や
マ
ル
チ
の
設
置
、
当
Ｊ
Ａ
の
施

設
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
生
徒
も
生
き
生
き
と
し
た
表
情

で
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ

農
家
と
生
徒
が
楽
し
そ
う
に
会
話
を

し
な
が
ら
交
流
を
し
て
い
ま
し
た
。

閉
校
式
で
は
受
け
入
れ
農
家
と
生

徒
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
お
り
、
今
回

の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
改
め
て
人

と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
そ
れ

ぞ
れ
が
感
じ
て
い
た
模
様
で
し
た
。

10
月
26
日
、
当
別
花
卉
生
産
組
合

で
は
、
本
所
大
ホ
ー
ル
に
て
、
ア
レ

ン
ジ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
花
を
も
っ
と
身

近
な
も
の
と
感
じ
て
頂
く
た
め
に
、

毎
年
当
別
町
で
栽
培
し
た
花
を
使
用

し
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
講
師
に

迎
え
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

創
Ｍ
Ａ
Ｏ
Ｉ
の
佐
藤
代
表
、
フ
ラ

ワ
リ
ー
ラ
イ
フ
の
小
林
代
表
を
講
師

に
迎
え
、
50
名
近
く
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
男
性
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
で
は
、
講
師
に
よ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ギ
フ
ト

ア
レ
ン
ジ
の
個
別
製
作
、
ク
リ
ス
マ

ス
用
テ
ー
ブ
ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

共
同
製
作
の
３
部
構
成
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

個
別
製
作
で
は
、
参
加
者
が
ギ
フ

ト
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
共
同
製
作
で

は
、
１
グ
ル
ー
プ
７
～
８
人
で
作
成

し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
楽

し
み
な
が
ら
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

製
作
中
に
は
、
２
名
の
講
師
が
参

加
者
へ
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
場

面
も
多
く
見
ら
れ
、
初
め
て
参
加
し

た
方
か
ら
ア
レ
ン
ジ
経
験
者
ま
で
、

様
々
な
参
加
者
が
楽
し
め
た
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

当
別
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

�

修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
行
う

当
別
花
卉
生
産
組
合

�

ア
レ
ン
ジ
講
習
会
開
催
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10
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、

青
年
部
本
部
で
は
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
廃
タ
イ
ヤ
の
回
収
を
行
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
石
狩
地
区
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
の

構
成
員
で
あ
る
青
年
部
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、今
年
２
回
目
と
な
っ

た
今
回
の
回
収
は
、
当
別
ブ
ロ
ッ
ク

で
20
日
と
21
日
、
厚
田
地
区
と
浜
益

地
区
は
21
日
、
西
当
別
地
区
で
は
22

日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

４
地
区
全
体
で
の
回
収
は
約
75
ｔ
と

な
り
、
６
月
の
１
回
目
の
回
収
と
合
わ

せ
る
と
約
１
０
２
ｔ
と
な
り
ま
し
た
。

種
類
ご
と
に
分
別
さ
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、後
日
回
収
業
者
に
引
き
渡

さ
れ
、適
正
に
処
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浜益地区 厚田地区

当別地区

西当別地区

たくさんのお客さんで賑わいました

は
な
ポ
ッ
ケ
で
は
、
10
月
５
日
に

収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。
店
舗
前
に

試
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
会
員
３

人
が
地
場
産
の
南
瓜
や
馬
鈴
薯
等
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
試
食
用
の
農
産
物

は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
お
薦
め
の
品

種
を
持
ち
寄
り
、
南
瓜
は
７
種
類
が

並
び
ま
し
た
。
品
種
の
特
徴
や
お
薦

め
の
食
べ
方
の
説
明
も
行
っ
て
い
ま

し
た
。

店
内
で
は
10
人
近
く
が
レ
ジ
に
並

ぶ
場
面
も
あ
り
大
い
に
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
に
ん
じ
ん

詰
め
放
題
に
も
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
が
集
ま
り
、
こ
ち
ら
も
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

は
な
ポ
ッ
ケ
収
穫
祭
行
う

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

�

廃
タ
イ
ヤ
回
収�

�

～
青
年
部
～

摩周第一展望台で記念撮影

年
金
友
の
会
当
別
地
区
で
は
、
10

月
６
日
～
８
日
に
か
け
て
、
研
修
旅

行
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
24
名
が
参
加
し
、
襟
裳
岬
や

阿
寒
小
清
水
原
生
花
園
な
ど
、日
高
・

道
東
方
面
へ
の
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。
宿
泊
先
で
の
懇
親
会
で
は
、
カ

ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
、
会

員
同
士
が
親
睦
を
深
め
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

年
金
友
の
会
で
は
、
年
金
受
給
者

の
生
き
が
い
作
り
や
仲
間
作
り
を
目

的
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
年

金
の
受
給
の
際
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
口
座

を
指
定
し
て
頂
き
、
年
金
友
の
会
の

会
員
を
金
融
窓
口
で
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年
金
友
の
会

�

研
修
旅
行
開
催
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研修に向けて意気込みを語る
高橋雄幾さん

手際良く作業を行う部員

10
月
23
日
、
女
性
部
当
別
ブ
ロ
ッ

ク
に
所
属
す
る
ほ
ほ
え
み
部
会
で

は
、
東
裏
地
区
会
館
に
て
こ
う
じ
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
行
事
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
決
ま
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
手
際
の
良
さ

で
、
お
米
を
一
粒
も
残
さ
な
い
よ
う

に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
中
は
冗
談
が
飛
び
交
う
な

ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
部

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

３
日
間
寝
か
さ
れ
て
出
来
上
が
っ

た
こ
う
じ
は
、
部
員
の
方
々
の
漬
物

や
み
そ
作
り
に
使
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
こ
う
じ
作
り
行
う

～
当
別
ブ
ロ
ッ
ク��

ほ
ほ
え
み
部
会
～

10
月
29
日
、
本
所
大
ホ
ー
ル
で
青

年
部
海
外
農
業
視
察
研
修
壮
行
会
と

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
の
海
外
研
修
は
11
月
２
日
か

ら
10
日
ま
で
の
９
日
間
、
ド
イ
ツ
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
視
察
を
予
定
し

て
お
り
、
参
加
す
る
当
別
ブ
ロ
ッ
ク

の
高
橋
雄
幾
さ
ん
は
「
今
後
の
営
農

に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
、
特
に
オ

ラ
ン
ダ
で
の
花
卉
栽
培
に
つ
い
て
学

ん
で
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
懇
談
会
で
は
、

青
年
部
か
ら
の
約
50
個
の
質
問
に
対

し
て
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
回
答
す
る
形

で
行
わ
れ
、
青
年
部
と
Ｊ
Ａ
に
と
っ

て
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

お米の脱穀を行う児童と指導する青年部員

10
月
９
日
、
西
当
別
地
区
青
年
部

で
は
、
西
当
別
小
学
校
３
年
生
を
対

象
に
今
年
２
回
目
の
農
業
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
学
習
で
は
、
お
米
を

食
べ
る
ま
で
に
は
様
々
な
工
程
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
、
脱
穀
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達

は
青
年
部
か
ら
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
実
際
に
千
歯
こ
き
を
使
い
、
元

気
に
脱
穀
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
脱
穀
し
た
お
米
は
、
12
月
に

開
催
予
定
の
「
お
に
ぎ
り
集
会
」
で

児
童
と
青
年
部
員
が
一
緒
に
食
べ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
子
ど
も
農
業
体
験

お
米
脱
穀
編
～
西
当
別
地
区
～

脱穀を行う子ども達と見守る青年部員

10
月
16
日
、
青
年
部
当
別
地
区
で

は
、
当
別
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象

に
、
当
別
町
東
裏
の
大
塚
農
場
圃
場

に
て
、
大
豆
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、
青
年
部
員
よ
り
大
豆
の
収

穫
方
法
に
つ
い
て
資
料
を
使
い
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
に
お
積
み
と
脱
穀
を
実

際
に
行
い
、
子
ど
も
達
は
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
一
生
懸
命
作
業
し
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
脱
穀

の
実
演
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
豆
腐
作
り
を
予
定
し

て
お
り
、
今
年
の
農
業
体
験
を
締
め

く
く
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
子
ど
も
農
業
体
験

大
豆
収
穫
編
～
当
別
地
区
～

青
年
部
海
外
視
察
壮
行
会

�

及
び
役
職
員
と
の
懇
談
会
開
催
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営農振興部では、JA北いしかりオリジナル加工品、地場産野菜のPR販売を９月末より週末に行なっ
てきました。９月21日には八紘学園農産物直売所、９月28日と10月26日はラルズストア当別店、10月
４日～５日には大通りビッセ、10月12日にはマックスバリュ八軒５条店で行いました。
八紘学園農産物直売所では、JA北いしかりオリジナル加工品をPRし、「レンジでかんたん！ラーメン」
の試食には人だかりが出来る場面もあり、盛況のPR販売となりました。
ラルズストア当別店では、JA北いしかりオリジナル加工商品の他に、地場産の野菜を販売し、にんじん
や馬鈴薯の詰め放題も行いました。２回目の10月26日には、詰め放題の野菜の他に大根や大球キャベツな
ど漬物用の野菜の販売、農畜産課職員による当別産黒豚の焼フランクの販売も行いました。JA北いしかり
のお米「北えがお」を買うお客さんの姿もありました。
大通りビッセでは、地下歩行空間に面している地下２階で、JA北いしかりオリジナル加工品、ブロッ
コリーやキャベツ等の野菜に加え、切り花の販売を行いました。５日には当JA職員の他に、川村専務、
当別花卉生産組合から才田組合長、井野副組合長もPR販売に参加しました。２日間ともJA北いしかり
の紹介や加工品の食べ方などを元気にPRし、それぞれ好調な売れ行きを見せていました。
マックスバリュ八軒５条店では、７月に続き今年２回目のPR販売となりましたが、オリジナル加工品、
野菜ともに好調な売れ行きでした。
このようなPR販売をきっかけに八紘学園農産物直売所では、お客さんからの要望により「レンジでか
んたん！ラーメン」・「生パスタ」・「生うどん」の販売を開始しております。JAへの商品に対するお問い
合わせの数も増えてきています。

1．JA北いしかりオリジナル加工品、地場産野菜のPR販売

八紘学園農産物直売所にて
レンジでかんたん！ラーメンに興味を示すお客さん

ラルズストア当別店にて
漬物用野菜の販売や野菜詰め放題も行いました

大通りビッセにて
たくさんのお客さんで賑わいました

地元の素材で作ったＪＡ北いしかりこだわりの特産品が好評販
売中です。大人気の「レンジでかんたん！ラーメン」は、鶏だし
醤油・みそ・塩の３種類に加え、新商品として「甘えび塩」の販
売を開始しています。甘エビの風味と地場産小麦麺の相性が抜群
ですので、是非一度ご賞味下さい。

※お問い合わせ先	・JA北いしかり	本所	 （℡）0133-23-2530
	 ・西当別支所	 （℡）0133-26-2111
	 ・Ａコープ　厚田店	 （℡）0133-78-2021

2．JA北いしかり特産品好評販売中！

※JA北いしかり特産品　お取り扱い店舗

・JA北いしかり本所　・西当別支所　・Ａコープ厚田店
・ふれあい倉庫　・FIKA　・つじの蔵

大人気のレンジでかんたん！ラーメン
「甘えび塩」が仲間に加わり全４種類に
価格はそれぞれ	１袋	190 円（税込）
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（1）酸性化の要因
　①降雨：
　　�　大気中の炭酸ガスが溶けた雨水のｐHは約5.6の
弱酸性であるため、年間降水量が多い地域では土壌
の酸性化が進みます。また、大気汚染による酸性雨
はさらに土壌の酸性化を強めるといわれています。

　②施肥：
　　�　硫安、塩安、硫酸カリ、塩化カリなどは、植物
にアンモニア・カリウムなどが吸収された後に、
硫酸イオンや塩素イオンなどの酸性の副成分が残
ります。その後、これらの副成分がカルシウムイ
オンなどを伴って流亡し、土壌を酸性化します。
また、土壌中のアンモニウムイオンは硝酸化成に
より硝酸イオンに変化し、それが流亡する場合にも同様な酸性化が起こります。

　このほかの酸性化の要因として、③作物による収奪、④地下流亡によっても酸性(pH)化は進みます。

（2）作物の酸性障害
　土壌の酸性化は、次のように様々な面から作物生育に
悪影響を及ぼします。
　①アルミニウム・マンガンの可溶化：
　　�　低pH条件で土壌から溶け出したアルミニウムは、
根の伸張や細胞分裂を阻害します。マンガンの過剰
も作物の生育に悪影響を及ぼします。

　②リン酸の難溶化：
　　�　溶出したアルミニウムや鉄がリン酸に結びつくこと
でリン酸を作物に吸収されにくい形に変化させます。

　③塩基・微量要素の流亡：
　　�　低pH条件ではカルシウム、マグネシウム、亜鉛
などが流亡し、これらの微量要素の養分が不足します。

　④微生物の活動が弱まる：
　　�　土壌の酸性が強まると、土壌中の細菌の活性が低下するため、有機物の分解が遅れ、地力窒素の
発現が低下します。

写真1　秋まき小麦ほ場の酸性（pH）障害による生育不良の様子

表１　秋まき小麦ほ場の土壌酸度（pH）の推移
（JA北いしかり管内）

土壌の酸性化対策が品質・収量の維持向上

　作物の生育に必要な施肥や降雨は生育に欠かすことができないが、土壌の酸性化を引き起こし、酸性
化が進むと作物の生育に様々な影響を及ぼします。次年度の営農計画等で計画的な酸性対策に努め作物
の健全な生育を維持し、収量、品質向上に努めて頂きたい。特に最近は温暖化気象の影響が随所に見ら
れるようになりました。降雨量が多くなるとさらに土壌の酸性化が心配されます。定期的（３年毎）に酸
度（pＨ）を測定し、適正酸度（pＨ）維持に努めることで生育、施肥効率も向上します。

1. 土壌酸度（pH）が作物の生育に影響

現場 ら！か 主任技師

大居　正一
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　秋まき小麦の播種作業は平年並みに行われました
が、播種後の気温（表1）が平年と比較し、平均気温が
低く経過したことが影響し、発芽期までの日数が、今
年は10日ほど要し、その後の生育も遅延傾向（表2）で
経過しています。越冬前の葉数は平年で5～6枚で迎え
るが、今年は葉数がやや少ないことが予想されます。

　この状態で生育が推移すると、積雪下で雪腐病等から身を守るための体力が備わっていない秋まき小麦
ほ場がでてくることが予想されます。これら対策として①雪腐病防除の徹底、②翌春の融雪促進、③排水
対策（ほ場周辺の排水含む）の徹底に努めることで融雪後の茎数確保、生育の促進に努めてください。

（3）酸性化対策
　表１からもJA北石狩管内の秋まき小麦ほ場での土壌酸度（pH）は、基準値（5.5 ～ 6.0）より低いほ場
が多く見られます。酸性化の要因①～④の対策として、酸度（pH）維持に必要な石灰資材炭カルでは低
地土で60～ 80kg、泥炭土壌80～ 100kg/10ａ施用することで、酸度（pH）を維持することができます、
融雪炭カル資材も含めて計画的施用で酸性化対策に努めて頂きたいと思います。

写真２　ランマンフロアブル（1000倍）による褐色腐敗の防除効果
（左；無散布、右ランマンFL2012年 11月５日散布、

2013年４月の様子）中央農試 写真３�気象条件のよい時に散布することで効果大

表１　10月上中旬の気温推移（新篠津アメダス測定）

秋まき小麦低温気象から「生育やや遅延」傾向、“雪腐れ病防除の徹底を”

(1).雪腐病防除の徹底と防除時期
　近年の気象経過から、比較的気象の安定している 11月上旬が確実に防除のできる時期と見ています。
全道的にも確実に防除を実施する為に防除時期は早くなっています。「ブームスブレヤ防除」、「無人ヘリ
防除」による何れの防除においても、ランマン FLの混用防除に努めてください。混用防除することでよ
り防除効果がしつかり得られます。

表2　秋まき小麦播種時期並びに生育（当別町）

区　分 播種期
生育状況（10/15）

草丈 葉数 茎数（本 /㎡）
本年 9月 23日 12.0cm 2.4 枚 224

平年 9月 21日 13.0� 2.8 239
（普及センター調べ）

散布時期 散布方法 散　布　薬　剤　名

①11月上旬 地上散布 フロンサイドSC( 水和剤 )1,000 倍�又は�シルバキュア FL�1,000 ～２,000 倍�
＋�ランマン FL��1,000 倍

②11月上中旬 地上散布 モンカットベフランフ FL�500 倍�＋�ランマン FL��1,000 倍

③11月上中旬 無人へり防除 シルバキュア FL�16 倍�又は�モンカットベフラン FL�4 倍�
＋�ランマン FL��8 倍
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新
た
な
動
き
と
し
て
、
先
般
、
傘
下
組

合
員
10
億
人
か
ら
成
る
国
際
協
同
組
合
同

盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
農
協
改
革
に
関
す
る
声

明
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

声
明
で
は
、「
２
０
１
４
年
が
国
連
の
国

際
家
族
農
業
年
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

中
、
今
般
の
日
本
政
府
の
農
協
組
織
改
革

案
は
、
農
家
に
よ
る
協
同
組
織
の
結
束
と

繁
栄
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
」
旨
の
懸
念

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
の
農
協
組
織
に
対
し
て
、
国
際
的

な
組
織
か
ら
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信

さ
れ
て
お
り
、
自
ら
の
組
織
は
自
ら
の
意

志
で
運
営
し
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
信

念
と
覚
悟
が
肝
要
で
あ
る
と
の
思
い
を
新

た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
の
将
来
に
関
す
る
重
要
課

題
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
依

然
と
し
て
十
分
な
情
報
開
示
が
な
さ
れ
て

い
な
い
中
、
各
段
階
の
交
渉
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
動
向
は
不
透
明
か
つ
予
断
を
許

さ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
農
畜
産
物

の
関
税
撤
廃
の
み
な
ら
ず
、
ル
ー
ル
改
定

や
規
制
撤
廃
を
通
じ
、
国
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
危
険
な
交
渉

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
改
め
て
国
会

決
議
の
順
守
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

国
民
理
解
の
醸
成
に
向
け
た
活
動
を
展
開

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
依

然
と
し
て
激
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

の
先
人
達
も
、
英
知
と
力
を
結
集
し
、
そ

の
時
々
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、
食
料
は
命
に
直
結
す
る
も

の
で
あ
り
、
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

世
界
的
に
見
て
も
、
将
来
、
人
口
増
加

と
と
も
に
食
料
需
給
の
逼
迫
が
現
実
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
農
業
と
い
う
も

の
を
競
争
原
理
主
義
一
辺
倒
で
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
に
お

け
る
多
様
な
農
業
の
共
存
を
は
か
り
、
持

続
可
能
な
生
命
産
業
と
し
て
ど
う
発
展
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
、
大
局
的
な
視
点
で

捉
え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
、
農
業
者
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

農
業
と
い
う
生
命
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る

と
い
う
責
任
感
と
自
負
心
を
持
ち
、
併
せ

て
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
国
民
の
理
解

と
共
感
を
得
る
不
断
の
努
力
を
行
い
な
が

ら
、
先
代
が
長
年
か
け
て
築
き
あ
げ
て
き

た
本
道
農
業
並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
礎

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
後
世
に
し
っ
か
り

継
承
で
き
る
よ
う
、
共
に
頑
張
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　　

今
後
と
も
、
本
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
が

ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

し
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合

法
（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
67

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
を
背
景
と
し
た
中
で
、

農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、
農

業
生
産
力
の
増
進
と
農
業
者
の
経
済
的
・

社
会
的
地
位
の
向
上
を
は
か
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
農
協
が
設
立
し

ま
し
た
。

　　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
協
は
「
農
民
に

よ
る
農
民
の
た
め
の
組
織
」
と
し
て
発
足

い
た
し
ま
し
た
が
、
協
同
組
合
原
則
に
掲

げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の

基
本
に
立
っ
た
中
で
、
相
互
扶
助
の
精
神

の
も
と
、
農
協
を
拠
り
所
と
し
て
幾
多
の

困
難
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
経

営
と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
構
築
に
向
け
た
事
業
展
開
を
行
い

な
が
ら
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
法
は
、
時
代
の
変
化
に
即

し
て
必
要
な
改
正
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

農
協
の
組
織
・
事
業
を
運
営
す
る
基
本
法

と
し
て
、
重
要
な
位
置
づ
け
・
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
、
現
在
、
規
制

改
革
の
名
の
も
と
、
農
協
組
織
改
革
に
関

し
、
各
般
に
わ
た
る
論
議
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機

に
、
改
め
て
農
協
が
果
た
す
社
会
的
意
義

と
役
割
に
つ
い
て
思
い
を
は
せ
、
共
通
認

識
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

か
か
る
状
況
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
は
そ
の
時
々
の
国
の
農
業
政
策
を

実
践
し
て
き
た
と
い
う
自
負
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
を
再
評
価
し
、
改
め
て
組

合
員
の
皆
様
の
多
様
な
意
見
を
把
握
す
る

べ
く
組
織
討
議
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
も
と
に
、今
般
、「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
改
革
プ
ラ
ン
―
実
行

計
画
指
針
―
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
今

後
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ・連
合
会・

中
央
会
は
具
体
的
な
事
業
展
開
を
は
か
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

「
組
合
員
の
所
得
向
上
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
本
道
農
業
の
実
現
」
と
「
農
村
地
域

の
活
性
化
を
通
じ
た
豊
か
な
地
域
社
会
の

実
現
」
を
は
か
る
べ
く
、
改
め
て
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
総
力
を
結
集
し
、
国
民
各
層
の

理
解
と
共
感
を
得
な
が
ら
、
改
革
プ
ラ
ン

に
も
と
づ
く
事
業
展
開
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

�

～
平
成
26
年
11
月
19
日
～

　
　
　
　
　

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

�

会�

長　

�

飛　

田　

稔　

章
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■今年の秋は庭にたくさん
ブドウがなりました。子供達
と熟した実をつまむのが楽
しい時間でした。果物好き
の子供達も満足できたよう。
（ペンネーム�ポコポコさん）
･････････････････････････
■めっきり朝～晩、冷えて
がっちり着込んだりぬいだ
り大変です。農家作業も最
後のラストスパート、残り
１ヶ月半が勝負所、がんば
り～ま～す。
（石狩市�永澤�節子さん）

･････････････････････････
■もう稲刈りも終わりに近
づいてきました。刈取りし
た田んぼでは、野焼きの煙
がたちこめています。乾燥
機の音も少なくなって、な
んとなく寂しい気がします。
（ペンネーム�マラソンさん）
･････････････････････････
■だんだん朝、晩の寒さを
感じてきます。暗くなるの
も早くなりました。
（ペンネーム�ポチさん）

･････････････････････････
■台風前にと田舎の実家へ
帰省しました。杖をついて
足の悪い父は、裏の柿の木
へ。台風で柿が駄目になら
ないよう、梯子に乗って柿
を取る姿に冷や汗ものの私。
柿は駄目になっても良いか
ら梯子から落ちないでと祈
るばかりでした。お陰様で
怪我をすることなく柿も美
味しく頂きました！
（ペンネーム�匿名希望さん）

■温かい飲み物が恋しい時
期になりましたね。うがい
手洗いをしっかりやって、
温かい食事をとって、適度
にウォーキング！！皆で健
康増進しましょう☆
（ペンネーム�ポタージュスープさん）
･････････････････････････
■この前、初めて「ジネン
ジョ」作りに挑戦しました。
まだ収穫していません。き
ちんと実っているか。楽し
みだなぁー！
（ペンネーム�ひまわりの種さん）
･････････････････････････
■食材豊富な秋ですね。五
感がびしびし刺激される当
別の秋です。生産者のみな
様に感謝の日々です。
（ペンネーム�Sugar�pearlさん）
･････････････････････････
■紅葉がとても美しい時期
と成り、今年の収穫の後片付
け、冬への準備と多忙な今
日この頃です。少しでも冬将
軍様遅刻して来て下さい！
（ペンネーム�ゆきむしさん）
･････････････････････････
■新米の季節ですね。皆さ
んの手を借りて、おいしい
お米がとれました。知り合
いへ、子供達へと届けます。
（石狩市�山本�盛吉さん）

･････････････････････････
■秋の収穫も殆ど終え、冬
に備えての中ですが、水稲
は近年にない良い結果に恵
まれました。感謝です。
（当別町�藤野�哲雄さん）

■今回のパズルはとても難
しいと思ってたけど、１つ
２つ書いてるうちにだんだ
ん、なるほど、そうかと解
けて来て、出来た時はとて
も嬉しくなりました。
（当別町�菊池�サカエさん）
･････････････････････････
■紅葉のきれいな季節です
ね。今年はイチョウ並木を
歩き、ギンナンひろいがし
たいです。
（石狩市�山本�美代子さん）
･････････････････････････
■収穫期も終り、後は野菜
を片付けて、住宅の一年中
の汚れ落としをします。
（ペンネーム�シングルババさん）
･････････････････････････
■23日昨朝、この秋一番の
強烈な霜に毎日癒されてい
たお花もほとんど死んでし
まい、自然には逆らえず、
淋しさからのがれる努力を
と思っています。
（当別町�倉田�麗子さん）

･････････････････････････
■マキストーブの季節がやっ
てきたようだ。火を入れると
足元から心地好い暖かさが
伝わってくる。灯油とはちが
う暖かさのように思う。来年
もマキを沢山、集めなくては
と思っている。
（当別町�阿部�準子さん）

ここに寄せられたお便りの住所・
氏名・年齢などの個人情報は、
この広報誌以外で使用すること
はありません。
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①	パズルのこたえ
②	〒・住所
③	氏　　名
④	年　　齢
⑤		意見や要望、身近
にあった出来事な
どの情報をお寄せ
下さい。紹介させ
ていただきます。

郵便はがき

〒061-0295
52

石
狩
郡
当
別
町

　
　
　
　

錦
町
53
番
地
57

J
A
北
い
し
か
り

　
　
　
　

企
画
管
理
課	

行

【応募方法】
●	氏名や住所を伏せたい場合は、その旨ご記入願います。
●	ファックス・Eメールによる応募も受付いたします。
　	FAX	：	（0133）22-2615
　	Eメールアドレス	：	kanri03@ja-kitaishikari.or.jp
【締切日】
平成26年11月25日（火）到着分まで
【賞　品】
正解者の中から抽選で5名の方へJA全国共通商品券（1,000円）をさしあげます。

この予定表は日程など都合により変更になる場合があります。カッコ内は問い合わせ先です。

ク ス ーロ ワ ド パズル 二重マスの文字を
A〜Eの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか？

　今回19名の応募の中から、抽選の結果次の5名の方々が
当選しました。おめでとうございます。

当別町／菊池　サカエさん	 石狩市／永澤　節子さん
石狩市／小笠原　成美さん	 ペンネーム／マラソンさん
ペンネーム／ひまわりの種さん

タテのカギ
	 1	 ……日本で一番流域面積の広い川
	 4	 ……木を切り倒すときに使います
	 6	 ……海岸に寄せては返す
	 7	 ……へっくしょん！
	 9	 ……舞台の向かって右側の方
	11	……風に乗って大空に揚がります
	12	……動物などの雌雄 1 ペアのこと
	14	……防音や防寒のために二重になっていることも
	15	……一年で最も昼が短い日
	17	……落ち葉を発酵させて作ります
	19	……願い事を書いて奉納します
	20	……飲むと酔います
	21	……焼きそばやお好み焼き、たこ焼きによく掛けられています

ヨコのカギ

1 6 17 20

14

10 12

3 7 18 21

8 11 15

4 16 19

5 13

E

9

B

D

A

C

F

2

	 1	 ……サンタクロースのそりを引く動物
	 2	 ……それは驚いた、ーに水の話だ
	 3	 ……眼鏡の場合はフレームともいいます
	 4	 ……鶏肉を卵でとじたー丼
	 5	 ……木材などを彫ったり削ったりするときに使います
	 8	 ……ボビンに巻いてミシンにセットします
	10	……宮沢賢治の著作『銀河のーの夜』
	13	……お出掛け前、窓や玄関の鍵を確認して確実に
	14	……お守りや盛り塩に期待する効果
	16	……東京にある新幹線の駅の一つ
	17	……マフラーの端にー飾りを付けた
	18	……ノブを持って開けます

10月号の答え・当選者
A

ジ
B
ネ

C
ン

D
ジ

E
ヨ

11 月
上旬 ■「はなポッケ」平成26年度営業終了（農畜産課）11／9

中旬 ■生産組織役員とＪＡ常勤役員との懇談会（生産販売部）
■農業者年金加入・受給相談会（営農振興課）11／17

12 月 上旬 ■営農計画策定（JA全体）
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11

12

1

気温

11〜１月

平成26年10月24日　札幌管区気象台

気温

気温

11.7
15.6
21.1

11.2
16.3
22.9

11.6
15.4
23.4

13.9
9.9
6.7

15.4
12.0
5.8

18.1
12.9
5.0

冬型の気圧配置の強さはほぼ平年と同様の
見込みです。日本海側・オホーツク海側で
は、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多
いでしょう。太平洋側では、平年と同様に晴
れの日が多いでしょう。

冬型の気圧配置の強さはほぼ平年と同様の見込み
ですが、太平洋側では低気圧の影響を受けやすい
時期があるでしょう。日本海側・オホーツク海側で
は、平年と同様に曇りや雪の日が多いでしょう。太
平洋側では、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

冬型の気圧配置の強さはほぼ平年と同様の
見込みです。日本海側・オホーツク海側で
は、平年と同様に曇りや雪の日が多いで
しょう。太平洋側では、平年と同様に晴れ
の日が多いでしょう。

低 並 高

低 並 高

304030

低 並 高

304030

304030

降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多
20 40 40

降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 30 40

降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

〈
第
10
回
理
事
会
〉

　

10
月
30
日
午
後
２
時
00
分
よ
り
、
本
所　

第
一
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

議　

事

議
案
第
１
号　

�

第
２
四
半
期
定
期
監
査
（
課
題
・
検
討
事
項
）

に
対
す
る
回
答
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

�

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

�

受
託
資
金
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金
）
の

貸
付
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

�

根
抵
当
権
の
解
除
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

�

農
地
保
有
合
理
化
促
進
事
業
参
加
申
込
み
に
つ

い
て

議
案
第
６
号　

�

古
物
商
の
許
可
申
請
届
け
出
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

�

組
合
員
の
出
資
持
分
譲
渡
・
減
口
に
つ
い
て

報
告
事
項

（
1
）�

各
事
業
報
告
及
び
財
務
報
告
（
平
成
26
年
９
月
末
）

（
２
）�

経
営
定
期
点
検
結
果
報
告

（
３
）�

Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
報
告

（
４
）�

平
成
27
年
度
営
農
計
画
書
の
設
定
に
つ
い
て

（
５
）�

寒
冷
地
手
当
支
給
報
告

（
６
）�

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

（
７
）�

固
定
資
産
の
賃
貸
契
約
の
終
了
及
び
新
規
契
約
に
つ
い

て

少 並 多

30 40 30
少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多
20

40 40
低 並 高

304030
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※次の商品（ＳＫＳ－２８００）につきましても、特別価格でのご提供となっています。
　商品の詳細につきましては、下記のお問い合わせ先までお願い致します。

TEL 0133-23-2049
FAX 0133-22-0242

TEL 0133-26-2111
FAX 0133-26-2424

TEL 0133-78-2021
FAX 0133-78-2176

TEL 0133-79-2131
FAX 0133-79-2169
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こちらに 

お電話ください！ 

外出先での事故または故障により自力走行不能

となった場合に、レッカー車で現場へ急行し、最寄

りの修理工場等までお車 

をけん引します。 

外出先での故障・ガス欠等により自力走行不能と

なった場合に、修理業者が 

現場へ急行し、お車の応急 

修理を行います。 

※トラブルの状況や手配内容によっては、お客さまに費用の

ご負担が発生する場合があります。 

※応急修理に伴う費用（基本料金・出動料金・作業料金等）

はお客さまのご負担となります。 

※ＪＡＦ会員の方には、ＪＡＦによる修理をご案内します。 

ＪＡの営業時間外にＪＡ共済事故受

付センター（フリーダイヤル）へご連

絡いただいた事故 

について、対応員 

が事故現場に急 

行し、事故状況の 

聞き取りなどを行 

います。 

ＪＡの営業時間外にＪＡ共済

事故受付センター（フリーダ

イヤル）へご連絡いただい

た事故について、初期対応

専任のスタッフがお客さま

からの相談対応や相手方

への迅速な対応（事故受付

の連絡・修理工場への連

絡・代車の手配等）を行いま

す。 

ＪＡの営業時間外にＪＡ共済

事故受付センター（フリーダ

イヤル）へご連絡いただい

た事故について、休日面談

専任のスタッフがお客さまを

訪問し、事故に関するご質

問・ご相談に親身におこた

えします。 
※本サービス受付時間は、平日：１７時～２３

時、土日祝日：８時～２３時です。 

※事故現場からお電話いただき、お客さま

が現場急行をご希望された事故が対象と

なります。 

※原則として、対応員の出動拠点から事故

現場まで３０分程度で到着できることが条

件となります。ただし高速道路上等一部

の場所は本サービスの対象外となります。 

※ＪＡ共済より業務委託を受けた民間警備保

障会社の対応員が急行します。 

※本サービスの受付時間は、平

日：１７時～２１時（対応は２２時

まで）、土日祝日：９時～２１時

（対応は２２時まで）です。 

※対人賠償事故（人身傷害事故

含む）、対物賠償事故、車両諸

費用保障特約の付いた車両単

独事故が対象となります。 

※本サービスの受付時間は、金

曜・祝前日：１７時～０時、土曜：

終日、日曜・祝日：０時～１７時

です。 

※対人賠償事故で、事故の相手

方が入院または死亡された場

合が対象となります。 

※ＪＡ共済より、業務委託を受けた

休日面談専任のスタッフが対応

します。 

❢事前にＪＡまたはＪＡ共済事故受付センターに要請された場合に本サービスの対象となります。 

（ご自身で手配された場合は本サービスの対象外となります） 

※本資料は「レッカーサービス」および「ロードサービス」に関するすべての内容を記載しているものではありません。サービスのご利

用条件・提供範囲等、詳細については「ご契約のしおり・約款」等をご参照ください。 
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